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自らの生命を守り われらの地域を救う



南海中

大１５ｍの津波

校区の60％以上が津波で浸水し、保育園・小学校・中学校の多くも水没します
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平成27年度 校区一斉津波避難訓練の結果から

避難受付証（877人）の集計結果
年齢別割合

年齢構成 0~19才 20~39 40~59 60~79 80~ 年齢不詳

参加人数 253人 38人 143人 362人 72人 9人

年齢別％ 28.8% 4.3% 16.3% 41.3% 8.2% 1.0%

① 校区の在住者はおよそ2万人。避難訓練参加者は、わずか約4.4％！

② 幼児・小学生の参加者がわずか40人！（中学生は全校210人が参加したけど…）
③ 80歳以上では、避難意欲が下がってる？ それとも、支援者が足りない？（もっとた

くさんお年寄りがいるはずだけど…？）

実施日：平成27年8月30日

このままでは、南海トラフ大地震で多くの犠牲者（特に子どもやお年寄り）が…

わたしたちの３つの気づき

①

② ③

今年のMission !
校区住民の防災意識を高め

今年の津波避難訓練への参加者を2,000人にせよ！



でも、どうやれば

住民の防災意識が高まるの？

『地域の絆は、防災の力。』
プランのキャッチフレーズ

まずは、中学生が地域のお祭りや行事で、地域を元気づけ、人と人をつなぎ、
校区のコミュニティ（絆）を強くしよう。

住民一人ひとりに訴えるに
は、無理があるわよ。

住民に直接訴えればいいん
じゃないのかな？

そもそも、私たちの校区にコ
ミュニティってあるのかな？
それが無いから、避難訓練
に参加しないのかも…。

それじゃ、地域コミュニティ
に訴えていこうよ！

Point!

災害に備えて、
まず守るものは地域の絆



わたしたちが地域行事で活躍すれ

ば、地域はつながる！地域の絆を

強くする！

伝統の祭りを守ることが、

ふるさとの絆を守ること。

地域のさまざまなイベントも大切。

『絆でつながる地域づくり』

地域の絆は、防災の力。

地域の絆を確かに。



でも、これだけで

住民の防災意識は高まるの？

① 地域と協働で、防災（啓発）活動をしよう！
② 中学生が演じる『防災にわか』やグッズを考案！

○ 中学生がお祭りやイベントで、防災にわか（高知県指定無形民俗文化財の
佐喜浜にわかをもとに考えた寸劇）を演じたり、防災グッズの販売・配付や、
防災新聞を発行して、住民の防災意識を高めよう。

それはいいわね。中学生の
生の声を伝えましょう。でも、
それだけじゃ、きっと意識は
変わらないわ。

チラシとか避難マップ、防災
新聞とかを配付すればいい
んじゃないのかな？

それには、住民と一緒に活動する
ことが必要ね。そうなると、連携
パートナーが大切よ！

それじゃ、みんなが集まると
きに、楽しみながら意識を変
えてもらえるような出し物や
グッズを考えてみようよ！

Point!



2年生が防災の

授業でつくった
防災新聞や、
1年生が授業で

つくった防災マッ
プを住民に配布
したのよ。

地域の方はとてもよろこんでくれたわ。
地域の施設に、常備してくださるそうよ。
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5月 長宗我部まつり

6月 長浜津波避難タワー落成式

9月 あったかホーム桂浜 秋まつり

10月 元親こじゃんと楽市

12月 市民と考える防災フォーラム

2月 高知県研修保育まつり2016

2月 高知市生徒会交流会

8月 高知県防災危機管理展

8月 老人ホーム 虹の里 夏祭り

10月 高知市南地区社会福祉協議会

8月 徳島県阿南支援学校 学校視察



地域イベントで、

防災意識を高めてもらうグッズ
を配付したり、販売しているよ。



どうすれば、さらに

防災意識を地域に広げられる？

それは違うわ。例えば、パー
トナーが全4000戸の家に、

わたしたちが届けたいマップ
を届けられるかなど、慎重に
検討しなくちゃダメよ。

地域連携が大切なのは分かっ
たけど、連携できる組織なら、ど
こでも一緒じゃないの？

そうよ。地域連携協議会は、小学
校区の地域組織の窓口なの。２小
学校区であわせて60以上の団体

が集まって、組織しているのよ。だ
から、マップも確実に届くわ！

そうか。パートナーによっては、
活動が地域に広がらないんだ！
だから、うちは地域連携協議会
をパートナーに選んだんだね。

Point!
【例】 長浜・御畳瀬連携協議会の参加団体（順不同）

御畳瀬町内会・御畳瀬ふれあいセンター運営委員会・御畳瀬地区民生委員児童委員
協議会・長浜地区人権啓発推進委員会・防災士分会「長浜会」・高知市老人クラブ連
合会長浜ブロック・高知地区更生保護女性会南分会・南海中ＰＴＡ・長浜小ＰＴＡ・消防
団長浜分団・長浜まちづくり推進市民会議・高知県漁業協同組合御畳瀬支所・JA高知

市長浜支所・長浜小校区交通安全会議・長浜地区町内会・公民館連合会・長浜交番
連絡協議会 など



地域連携協議会とのパートナーシップ

課題の解決は、地域とともに
～たくさんの人を巻き込んで～
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地域の防災意識の向上
災害による犠牲者０へ

2本柱への参加数が、

地域の防災意識向上の
バロメーター（指数）

地域の絆



課題の解決は、地域とともに
～たくさんの人を巻き込んで～

4月～5月 地域住民と津波避難場所調査

5月 第5回防災フェア実行委員会

5月 自主防災会と津波避難場所について情報交換

7月 校区一斉津波避難訓練 事前打合せ会

7月 校区一斉津波避難訓練 地区説明会

8月 校区一斉津波避難訓練 終打合せ会

12月 校区一斉津波避難訓練 反省会

2月 第6回防災フェア実行委員会

6月 第5回防災フェア実行委員会（直前打合せ）

9月 校区一斉津波避難訓練（延期） 打合せ会



校区 フェア
～中学生と住民で防災訓練～

モデルプラン１

課題の解決は、地域とともに
～たくさんの人を巻き込んで～



課題の解決は、地域とともに
～たくさんの人を巻き込んで～

4月～5月 地域住民と津波避難場所調査

5月 第5回防災フェア実行委員会

5月 自主防災会と津波避難場所について情報交換

7月 校区一斉津波避難訓練 事前打合せ会

7月 校区一斉津波避難訓練 地区説明会

8月 校区一斉津波避難訓練 終打合せ会

12月 校区一斉津波避難訓練 反省会

2月 第6回防災フェア実行委員会

6月 第5回防災フェア実行委員会（直前打合せ）

9月 校区一斉津波避難訓練（延期） 打合せ会

【防災フェア実行委員会の参加者】
中学校：NSP実行委員会の生徒，防災担当教員，管理職
地 域：地域連携協議会役員と自主防災連合会の代表者（長浜・御畳瀬・浦戸地区）



課題の解決は、地域とともに
～たくさんの人を巻き込んで～

【防災フェア協力機関・企業等】

高知県警察・自衛隊・日本赤十字社高知県支部・高知市消防局・高知市防災対策部
国交省高知河川国道事務所・（株）久保建設・（株）ミタニ建設工業・（株）ジョウトク建設

防災フェア開催の流れ

実行委員会

• 住民が実施したい訓練の要望吸い上げと，生徒が実施し
たい訓練内容の伝達及び協議

• 地域へチラシ配布の協力要請（2000枚）

• 住民が実施したい訓練の要望吸い上げと，生徒が実施し
たい訓練内容の伝達及び協議

• 地域へチラシ配布の協力要請（2000枚）

学 校

• 住民と生徒の要望を取りまとめ（NSP実行委員会）

• 3年生が「総合的な学習の時間」を活用して、訓練内容を
協力機関と調整

• 住民と生徒の要望を取りまとめ（NSP実行委員会）

• 3年生が「総合的な学習の時間」を活用して、訓練内容を
協力機関と調整

実行委員会

• 訓練内容の決定

• 決定した訓練内容と当日の流れや動きの確認

• 訓練内容の決定

• 決定した訓練内容と当日の流れや動きの確認

本番

• 3年生は、関係機関と一緒に訓練の運営・補助

• 住民と1・2年生は、訓練に参加

• 3年生は、関係機関と一緒に訓練の運営・補助

• 住民と1・2年生は、訓練に参加

平成28年度訓練実績
○ 倒壊家屋からの救出
○ 消火
○ 着衣水泳
○ 飛散防止フィルム
○ 避難ボート組み立て
○ 避難シューター体験
○ ロープワーク
○ 応急手当
○ 担架運搬
○ 炊き出し訓練
○ 園児の防災教室
○ パネル展示

など



課題の解決は、地域とともに
～たくさんの人を巻き込んで～平成28年7月9日（土）

住民と倒壊家屋
からの救出訓練

自主防災組織と炊き出し訓練

協賛企業のブース

保育園児の防災教室

小学生と海龍くん

参加賞のプレゼント

小学生も着衣水泳



校区一斉津波避難訓練
～中学生の在宅時訓練を住民とともに～

モデルプラン２

課題の解決は、地域とともに
～たくさんの人を巻き込んで～



課題の解決は、地域とともに
～たくさんの人を巻き込んで～

4月～5月 地域住民と津波避難場所調査

5月 第5回防災フェア実行委員会

5月 自主防災会と津波避難場所について情報交換

7月 校区一斉津波避難訓練 事前打合せ会

7月 校区一斉津波避難訓練 地区説明会

8月 校区一斉津波避難訓練 終打合せ会

12月 校区一斉津波避難訓練 反省会

2月 第6回防災フェア実行委員会

6月 第5回防災フェア実行委員会（直前打合せ）

9月 校区一斉津波避難訓練（延期） 打合せ会

【防災フェア実行委員会の参加者】
中学校：NSP実行委員会の生徒，防災担当教員，管理職
地 域：地域連携協議会役員と自主防災会代表（長浜・御畳瀬・浦戸地区あわせて約50名）



ぼくたちが、高知市防災対策部作
成のマップをもとに、各地区の自
主防災組織と現地調査をしてつ
くった津波避難マップだよ。地域に
2,000部を配布したんだ。
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裏面には、現地調査で分かった中
学生からのワンポイントを書いてみ
たよ。中学生の生の声が住民の避
難意欲につながればいいな！
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当日の様子

中学生が、避難者受付名簿作成の訓練を行いました。
⇒ NSP実行委員会が集計
⇒ 地域に発信



平成28年度 校区一斉津波避難訓練の結果から

避難受付証（740人）の集計結果
年齢別割合

年齢構成 0~19才 20~39 40~59 60~79 80~ 年齢不詳

参加人数 250人 26人 108人 275人 69人 12人

年齢別参
加の割合

33.8% 3.5% 14.6% 37.2% 9.3% 1.6%

① 避難訓練参加率は、わずかながら3.7％にdown！ 台風で振替え実施となって、祭
りと重なり参加できなかった地域の昨年実績を合わせると911名で微増。

② 幼児・小学生の参加者がわずかながらも、70人に増加！（中学生は180人）
③ 80歳以上の参加率がわずかにUP！でも、共助の中心となる若い世代は、down

実施日：平成28年11月13日

参加者は増えなかったけど…。 でも、来年に向けての出応えは感じました。

①

② ③

わたしたちの３つの気づき

平成２９年9月3日（日） 校区一斉津波避難訓練へのMission !
『地域の絆は、防災の力』をキャッチフレーズに

来年こそは、訓練参加者を2,000人に！



リーダーとして避難訓
練に参加して、自分
の避難訓練に対する
意識が高くなった気
がします。

生徒たちの感想

普段あまり交流の
無かった人とも交
流することができた。

地域の交流の場と
して、みなが協力的
にできた。

自分の地区の人た
ちと真剣に話し合う
ことができた。

地域の人は高齢者
が多いので、皆で
協力することが大
切だと思いました。お年寄りなどがいて坂が

きつそうだったけど、そ
れを助けている人がいて
良かったと思う。

避難する際の危な
いところが分かった。

もうちょっと、非常持出
袋の中身を増やした
いと思いました。実際に地震が起きた

ときにどうすれば良い
かの確認ができた。

地域の人とかかわる
ことができて、よかっ
たです。

自分の地区の人たちと話し合うこ
とができ、地域のことをたくさん知
れたり、たくさんの人とふれあうこ
とができて、とてもよかったです。



見えてきた成果の一旦

平成28年度 学校評価アンケートより抜粋

そう思う ややそう思う あまり思わない 思わない

地域の人たちの期待を感じるようになったわ。
まだまだ、あきらめない。これからがチャレンジよ。

おかげで、他の自主防災との交流もできて、うちの地
区の組織も活性化したよ。また、来年もやろう！



見えてきた成果の一旦
Q 「わたしは、一人の大切な人間で
ある」と思いますか？（自尊感情）

平成26年度

61.9％（肯定的評価）

平成27年度

66.6％（肯定的評価）

平成28年度

73.8％（肯定的評価）

Q 「わたしは、まわりの人のために
なることができる」と思いますか？
（自己有用感）

平成26年度

67.8％（肯定的評価）

平成27年度

72.1％（肯定的評価）

平成28年度

76.7％（肯定的評価）

志育成型学校活性化事業 夢いっぱいプロジェクト（全校生徒）アンケートより

地域住民との協働的な防災教育が進化するにつれ
て、ぼくたちにも自信がついてきたよ！
未来の防災リーダーになれるよう、がんばるよ。



NSP実行委員会の

チャレンジは始まったばかりです

『地域協働を通して、

校区全域に

超世代の防災文化を構築する。』

みんながつながり、
みんなで備えるまちへ。

～災害犠牲者０を目指して～


